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戦評	 紀美野会場	 第四試合	 成年女子 広島 vs岐阜 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

決勝戦は、安定した守備と力強いストロークでゲームをつくる両チームの対戦となっ

た。試合序盤、広島は１４番小野からのパスで前線にボールを運ぶ。対する岐阜はこの

試合もコンパクトな陣形を保ち、早いチェックで広島にチャンスを与えない。中盤での

激しい攻防が続く中、前半１７分に広島１０番湯田がスピードに乗ったドリブルでサー

クル内に侵入。ゴール正面にこぼれたボールを９番新井が押し込み、先制点を挙げる。

直後の１８分、岐阜９番小沢がサークル右斜め４５度から強烈なヒットをゴール左隅に

決め、１‐１とする。その後もサイドから攻撃を組み立てる広島と、前線からの守備で

攻撃に転じる岐阜が一進一退の攻防を繰り返した。 
	 後半も激しく攻守が入れ替わる展開が続き、両チームともに大きなチャンスをつくる

ことができない。広島は、ポジションチェンジを繰り返すＦＷをターゲットにヒットや

スクープでの攻撃を仕掛けるが、寄せの早い守備に阻まれる。一方岐阜は両サイドバッ

クが高いポジションを取り、５番中川や８番山本が決定的なパスを狙うが、１４番小野

を中心とする守備を崩すことができない。終了間際、右サイドでドリブルを仕掛けた岐

阜がＰＣを獲得。しかしシュートすることができず、試合が終了した。両チームともに

豊富な運動量と高い集中力を保ち続けた決勝戦は、１‐１の同点優勝となった。 


